
平成３１年３月２７日（水）

議 事 委員の意見要旨と議案修正・否決等 採 否

職員の採用の選考について

知事から１名の採用請求があった職員の採用の選考について審議の結

果、全委員異議なく承認。 可 決

管理職員等の範囲を定める規則の一部を改正する規則について

平成31年４月１日付けの組織改編により、管理職員等に相当する職が

新設されたこと等に伴う所要の改正を行うもの。審議の結果、全委員異

議なく承認。 可 決

奈良県が公平委員会の事務を受託している地方公共団体の管理職員等

の範囲を定める規則の一部を改正する規則について

組織改編等により、管理職員等に相当する職が新設されたこと等に伴

う所要の改正を行うもの。審議の結果、全委員異議なく承認。 可 決

「職員の退職管理に関する規則で定める様式について」の一部改正に

ついて

改元に伴い所要の改正を行うもの。審議の結果、全委員異議なく承

認。 可 決

「奈良県が公平委員会の事務を受託している地方公共団体の職員が再

就職者から依頼等を受けたときの届出に関する規則で定める様式につい

て」の一部改正について

改元に伴い所要の改正を行うもの。審議の結果、全委員異議なく承

認。 可 決

初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部を改正する規則につ

いて

引用する法律条文の条項ずれに伴う所要の改正を行うもの。審議の結

果、全委員異議なく承認。 可 決



議 事 委員の意見要旨と議案修正・否決等 採 否

給料の調整額に関する規則の一部を改正する規則について

学校教育法施行規則第１４０条に規定する特別の教育課程の教育に直

接従事することを本務とする職員への支給規定を削除するもの。審議の

結果、全委員異議なく承認。 可 決

期末手当及び勤勉手当に関する規則の一部を改正する規則について

引用する法律条文の条項ずれに伴う所要の改正を行うもの。審議の結

果、全委員異議なく承認。 可 決

職員の勤務時間、休暇等に関する規則の一部を改正する規則について

超過勤務命令を行うことができる上限時間等を定めるための所要の改

正を行うもの。審議の結果、全委員異議なく承認。 可 決

職員の自己啓発等休業に関する規則の一部を改正する規則について

引用する法律条文の条項ずれに伴う所要の改正を行うもの。審議の結

果、全委員異議なく承認。 可 決

職員の大学院等派遣研修費用の償還に関する規則の一部を改正する規

則について

引用する法律条文の条項ずれに伴う所要の改正を行うもの。審議の結

果、全委員異議なく承認。 可 決

「人事交流等により異動した場合の号級の決定等について」の一部改

正について

引用する法律条文の条項ずれに伴う所要の改正を行うもの。審議の結

果、全委員異議なく承認。 可 決

「住居手当の運用について」の一部改正について

改元に伴い所要の改正を行うもの。審議の結果、全委員異議なく承

認。 可 決



議 事 委員の意見要旨と議案修正・否決等 採 否

「通勤手当の運用について」の一部改正について

改元に伴い所要の改正を行うもの。審議の結果、全委員異議なく承

認。 可 決

「単身赴任手当の運用について」の一部改正について

引用する法律条文の条項ずれ及び改元に伴う所要の改正を行うもの。

審議の結果、全委員異議なく承認。 可 決

「管理職員特別勤務手当の運用等について」の一部改正について

週休日等又は平日深夜における勤務を含む勤務時間が１時間を超える

ものについて、支給対象とするための所要の改正を行うもの。審議の結

果、全委員異議なく承認。 可 決

「期末手当及び勤勉手当の運用について」の一部改正について

引用する法律条文の条項ずれに伴う所要の改正を行うもの。審議の結

果、全委員異議なく承認。 可 決

「職員の勤務時間、休暇等の運用について」の一部改正について

超過勤務命令を行うことができる上限時間等を定めるための所要の改

正を行うもの。審議の結果、全委員異議なく承認。 可 決

「職員の修学部分休業の運用について」の一部改正について

改元に伴い所要の改正を行うもの。審議の結果、全委員異議なく承

認。 可 決

「職員の高齢者部分休業の運用について」の一部改正について

改元に伴い所要の改正を行うもの。審議の結果、全委員異議なく承

認。 可 決



議 事 委員の意見要旨と議案修正・否決等 採 否

管理職手当の区分の特例承認について

平成31年４月１日付けの異動等に伴い、管理職手当に関する規則別表

第一備考の規定により、別表第一に定める管理職手当の区分の特例承認

を得ようとするもの。審議の結果、全委員異議なく承認。 可 決

不利益処分に関する審査請求事案の受理について

不利益処分に関する審査請求事案について審議の結果、要件は具備さ

れており、受理することに決定。 可 決


